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愛
知
県
立
農
林
学
校
は
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三

四
年
）、職
員
八
人
、
生
徒
数
百
十
一
人
で
安
城
の
地

に
産
声
を
上
げ
た
。
そ
の
初
代
校
長
と
し
て
招
か
れ

た
の
が
山
崎
延
吉
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
東
京
帝
国
大
学
農
科
大
学
で
農
芸
化
学
を

専
攻
し
、
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
年
）
に
同
大
学

を
卒
業
後
、
福
島
県
立
蚕
業
学
校
で
教
育
者
と
し
て

の
道
を
歩
み
始
め
た
。
一
八
九
九
年
（
明
治
三
二
年
）

に
大
阪
府
立
農
学
校
へ
転
勤
し
、
そ
の
二
年
後
、
二

九
歳
の
若
さ
で
愛
知
県
立
農
林
学
校
の
校
長
と
し
て

赴
任
し
た
。

山
崎
延
吉
は
、
急
激
な
近
代
化
に
よ
り
、
当
時
の

教
育
が
知
識
偏
重
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
勤
労
を

尊
び
、
実
際
に
役
に
立
つ
農
業
教
育
を
目
指
す
こ
と

に
し
た
。
具
体
的
に
は
次
の
三
点
で
あ
っ
た
。

第
一
は
、
勤
労
主
義
の
教
育
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

実
習
経
験
を
通
し
て
、
一
生
役
に
立
つ
知
識
と
技
術

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
人
物
主
義
の
教
育
で
あ
る
。
修
身
や
名

士
の
講
演
会
を
大
切
に
考
え
、
礼
儀
正
し
く
恥
ず
か

し
く
な
い
行
動
の
と
れ
る
人
物
（
古
武
士
の
風
）
の

育
成
を
目
指
し
た
。

第
三
は
、
開
か
れ
た
教
育
で
あ
る
。
教
育
効
果
を

あ
げ
る
た
め
に
、
教
育
を
学
校
に
閉
じ
込
め
て
お
く

の
で
は
な
く
、
社
会
に
延
長
し
、
農
村
教
育
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
た
。

こ
う
し
た
理
念
に
基
づ
い
て
、
愛
知
県
立
農
林
学

校
で
は
農
業
実
習
が
大
事
に
さ
れ
た
。
生
徒
は
、
実

習
田
で
苗
代
か
ら
収
穫
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
た
。

ま
た
、
野
菜
作
り
や
果
樹
栽
培
、
養
蚕
、
養
鶏
も
実

習
し
、
農
業
の
新
し
い
知
識
や
技
術
を
三
年
間
で
身

に
つ
け
た
。
同
校
の
卒
業
生
た
ち
は
、
古
い
伝
統
的

農
法
を
新
し
い
近
代
的
農
法
に
変
え
て
い
く
先
頭
に

立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
後
に
地
域
で
活
躍
す
る
人
材
の
養
成

に
も
力
が
注
が
れ
た
。
山
崎
延
吉
は
、
一
年
か
ら
三

年
ま
で
の
修
身
の
授
業
を
週
一
時
間
ず
つ
受
け
持
っ

た
。
教
科
書
は
使
わ
ず
に
、
名
言
や
格
言
を
示
し
、

世
の
役
に
立
つ
立
派
な
人
に
な
る
道
を
講
話
し
た
。

さ
ら
に
、
学
校
行
事
計
画
で
あ
る
「
興
風
暦
」
を
作

り
、
そ
れ
に
沿
っ
て
様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
た
。

「
生
産
物
品
評
会
」
や
「
武
術
大
会
」、鍛
練
を
ね
ら

っ
た
「
雪
中
行
軍
」
や
「
臥
薪
嘗
胆
会
」
な
ど
を
季

節
に
応
じ
て
行
い
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
が
と
れ
た

人
物
の
育
成
を
目
指
し
た
。
中
で
も
、「
誠
心
会
」
の

よ
う
に
名
士
を
招
い
て
講
演
を
聴
く
行
事
は
、
人
格

形
成
の
上
で
重
視
さ
れ
た
。
招
か
れ
た
講
師
は
、
金

原
明
善
、
新
渡
戸
稲
造
、
柳
田
國
男
を
は
じ
め
、
学

界
の
権
威
者
や
各
方
面
で
の
著
名
人
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
同
校
の
教
育
で
育
っ
た
卒
業
生
た
ち
は
、

碧
海
郡
内
の
農
村
の
町
村
役
場
や
農
会
、
産
業
組
合

に
勤
務
し
、
農
政
の
指
導
的
立
場
に
立
っ
た
り
、
中

堅
農
家
と
し
て
営
農
に
携
わ
る
な
ど
各
方
面
で
活
躍

し
た
り
し
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
日
本
デ
ン
マ
ー

ク
を
生
み
出
し
、
支
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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現在の愛知県立安城農林高等学校
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